
 
１． CPU BIOSのバージョンを確認して下さい。交換用の部品について同様の BIOS 

バージョンの CPUエンクロージャを弊社より発送します。 
 
２． 交換対象の CPUエンクロージャをシステムより物理的に抜き、交換作業を実施し   

て下さい。交換に際しては、メモリーのコピー時に一時的にシステムがサスペン 
ドの状態になりますので、業務に影響のない時間帯で交換する事を推奨します。 
 

 
１．I/Oエンクロージャ 
２．CPUエンクロージャ 
 
 

 
１．ネジを緩めます。 
２．イジェクターレバーを引いてボードを引き抜きます。 

 



 

１．CPUエンクロージャを引き抜きます。 
２．ロックレバーで一旦止まりますので、レバーを下に押してボードを抜いて下

さい。引き抜く際に落とさないように注意して下さい。 
３．交換作業は引き抜く際と逆の手順で実行して下さい。 
４．該当のスロットに CPUエンクロージャを正確に合わせ、イジェクターレバー
を開いた状態でゆっくりと挿入して下さい。 

５．イジェクターレバーが開いた状態でエンクロージャが止まるまで挿入したら、

レバーを押しながら完全に挿入して下さい。 
６．エンクロージャがスロットに完全に挿入されたら、前面のネジを締めて固定

して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３． 交換した CPUエンクロージャは自己診断によりシステムに組み込まれます。自己 
診断中は前面の LEDに赤と緑が点灯し、二重化になると前面の LEDが緑に点灯 
します。ftSMCより二重化の状態を確認して下さい。 

 

 

１．赤（障害） 
２．緑又は橙 
 

 
４． CPUが二重化動作であることを確認し、必要な場合には CPU BIOSを適用可能な 

最新の BIOSにアップデートして下さい。BIOSは以下のサイトよりダウンロード 
できます。適用できる BIOSは CPUエンクロージャ、ftSSSのリリースに依存し 
ますので、必ず Notesを確認して下さい。 
ftp://ftp.stratus.com/cac/ftServer/ftsbios.htm 
 
＊＊＊ 注意 ＊＊＊ 
間違った BIOSをアップデートすると、システムが正常に動作しなくなる可能性 
がありますので注意して下さい。 

 
５． ダウンロードしたファイルを解凍し、C:¥Program Files¥Stratus¥firmware¥bios  

にファイルを格納して下さい。 
 
 
 



６． ftSMCで、CPUの冗長化の確認と現在の BIOSの VERSION確認をします。
［ftServer(Local)］→［ftServer CPU Enclosures］→［CPU Enclosure – X］を選択
します。矢印の 2箇所を確認します。 

 Duplex（DMR） または Triplex（TMR） 

 

 

確認 

確認 

 Stratus BIOS Version XXX（BIOSのバージョン確認） 
 
 



７． バージョンアップする CPU Enclosureを切り離します。切り離す CPU Enclosure 
- Xを選択し、右クリックしてメニューを表示します。［Initiate BringDown］をクリ
ックします。 

 

 
 
 

８． ［はい］をクリックします。 
 

 

 



９． ［OK］をクリックします。 
 

 

 

１０． CPU BIOSの更新を行います。切り離した CPU Enclosure - Xを選択し、右ク
リックしてメニューを表示します。［Update Firmware…］をクリックします。 

 

 

 



１１． ［Browse…］ボタンをクリックし、C:¥Program Files¥Stratus¥firmware¥bios
内の適用するファームウェアを指定して［開く］をクリックします。 
最新ファームウェアがない場合は、適切な場所からコピーする必要があります。 

 

 

 
 

 

 
 



１２． ［完了］ボタンをクリックします。 
 

 

 
 

１３． ［OK］ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１４． BIOSの更新終了を確認をします。矢印の 2個所を確認します。 

 Firmware Update Complete 

 Stratus BIOS Version XXX 

 
（更新されているか BIOSバージョンを確認します） 
 

 

 
 
 

確認 

確認 



１５．  BIOSを更新した CPU Enclosureへ切り替えます。更新した CPU Enclosure - X
を選択し、右クリックしてメニューを表示します。［Initiate Jump Switch］をクリッ
クします。 

 

 
 
 



１６． 切り替えの終了確認を行います。（Simplexにて動作）矢印の個所を確認します。 

 アイコン表示 

 Simplex 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

確認 



１７． 未更新の CPU BIOSの更新を行います。切り離された CPU Enclosureを選択し、
右クリックしてメニューを表示します。［Initiate Bringup］をクリックします。 

 

 

 
 



１８． 自動更新後、「Duplex」状態になります。TMRの場合は、項目 11を再度行うと
「Triplex」状態になります。その後、すべての CPU BIOSが最新 firmwareになって
いることを確認し、作業を終了します。 

 

 

 
 
 


